
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きじむんのどぅ～ちゅいむに～ 十二支編 

第８回：子
ね

 

キーワード 十二支・唐（とう）の国・ネコとネズミ・ケナガネズミ・ （ねずみ） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイタイ＆ハイサイ！！ グスーヨー、チャーガンジュ―ヤミセービ！？ 皆さんは、十二支が子から始まる
ようになったわけを知っていますか？ 今月は、そのわけを伝える民話などを紹介します。 

●十二支が子から始まるわけ 

むかしむかし…唐の国の神様が、12 の月に 12 の神様を作ろうと、ネズミを呼んで
こう言いました。「元旦に、私のところへ新年の挨拶に来たものから順に月々の神にす
る。他の動物たちにそう伝えなさい」 

 

ネズミは、ネコに 1日遅れの日を伝え、牛には「足が遅いから、元旦より 2、3 日
前から歩きなさい」と言いました。そして、こっそり牛の背中にのって神様の元へむか
いました。元旦を迎え、神様のお屋敷の門が開いたので、ネズミは牛の背中から
飛び降り、一番になりました。だから、十二支の中で、子が最初に来るのですね。 

ところで、ネズミにだまされ、神様の元へ 1日遅れでやって来たネコは、12 の
神様の仲間に入れてもらえず、どうにも怒りが収まりません。それで、ネズミを追い
かけ回すようになりましたとさ。 

 

●唐の国ってどこ？ 

 この民話で一番えらい神様がいる「唐の国」とは、実際の唐
王朝（７～10世紀頃）を指すのではなく、極楽とほぼ同じ意味
で使われています。琉球の民話・説話の中では、しばしばみら
れる表現です。 

 十二支では、最初に子から数えます。方角では真北角、時刻では午後 11時～深夜 1時の間を表します。「子」の字は
「たね」「ふえる」「うむ」という意味があります。 
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●鼠（ねずみ）の字のいろいろ 

琉球大学附属図書館デジタル
アーカイブ伊波普猷文庫№018
（6）『中山伝信録』 巻 6（P35
徐葆光 1721 年成立）では、こ
んな字が確認できます。下のＱＲ
コードでご覧くださいね！ではま
た～（ＮＫ） 

琉球大学附属図書館 保存公開係 平成 30 年 11 月１日 発行 

博物館（風樹館）

のケナガネズミを

みにきてね～！ 


